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私たちは，『続日本紀』「和銅六年条」に，次のような記述があるのを，見出す。
「和銅六年五月甲子，畿内七道諸国ノ郡郷名ハ著
二
好字
一
。其ノ郡内ニ所
レ
生銀・銅・彩色・草木・禽
獣・魚虫等ノ物ハ。具録
二
色目
一
。及土地ノ沃 山川原野ノ名号所由。又古老ノ相傳舊聞異常ハ載
二
千史籍
一
言上。」
＊
五月甲子，畿内七道諸国の郡郷の名は，好
よ
き字を著
つ
けよ。其の郡内に生ずるところの銀・銅・彩
色・草木・禽獣・魚虫等の物は，具
つぶさ
に色目―種類のこと―を録せしむ。及び，土地の沃
よくせき
―
地味が肥えているか，痩
や
せているか―。山川原野の名号の由る所，又古老の相伝える旧聞異事は，
史籍に乗せて言上せよ。
これは，和銅六年五月二日（713年），元明天皇の勅命として宣布された『風土記』撰進の詔
みことのり
で
ある。それは，時間的には，712年１月の『古事記』（太　安万呂の撰上）と720年５月の『日本書
紀』（舎人親王の編纂・奏上）の中間に位置し，空間的には，前稿（「コミュニケーション行為論
（二）」）で触れた聖武天皇による「国分寺・国分尼寺」の建立（741年）と同じく，「畿内七道」
―すなわち，畿内（大和，山城，河内，和泉，摂津）と東山道，東海道，北陸道，山陽道，山陰
道，南海道，西海道にわたる62ヶ国３島（隠岐・壱岐・対馬）―の範域を対象とした「国家的
事業」の端初をものがたるメッセージであった。
元
げんめい
明天皇（661年―721年，在位707年―715年）は，天智天皇の第四皇女であり，草壁皇子の妃
である。したがって，文武・元
げんしょう
正両天皇の母でもあった。
私たちは，まず，元明天皇と持統天皇の関係を知らなければならない。後者（645年―702年，
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2在位690年―697年）は，やはり，天智天皇の第二皇女であり，したがって，これら二人の女帝は，
実の姉妹なのである。しかも，持統天皇は，天武天皇の皇后であり，両者のあいだに生まれた皇子
が草壁皇子（662年―689年，681年に皇太子に立ったけれども，天武天皇の後を継ぐことなく，没
している）であった。こうして，元明天皇は，実の姉である持統天皇との間柄にありつゝ，同時に，
草壁皇子の妃として，義理の母子関係に入り，姑と嫁の間柄に立っていた，ということになる。
持統天皇の在位の時期，皇居は，大和国の藤原宮にあった。これを，元明天皇は，おなじ大和国
の平城宮に遷
うつ
したのであり，その上で，前記したように，太　安万侶等に『古事記』を撰ばせ，さ
らに，今，国内全域に『風土記』の撰進を命じているのである。
そして，私たちは，さらに，持統天皇から元明天皇へと直接的に皇位が継承されるのではなくて，
持統天皇の次には，まず，文武天皇（683年―707年，在位697年―707年）―やゝこしいことに，
彼は，後の天皇となる母，元明，の第一皇子である―が立ち，彼が24歳の若さで死去した後，元
明天皇がこれを引き継ぎ，その後を，彼女の第一皇女である元正天皇（680―748，在位715年―
724年）が継承するという，今日の私たちの感覚では理解するのが難しいほどに，複雑な系譜を辿
っているという事実を，知らされることとなる。私が前稿で詳しく触れて来た聖武天皇（701年―
756年，在位724年―749年）は，文武天皇の第一皇子として，このような流れを承けて，皇位に即
いたのであった。
私は，おなじく前稿において，文武天皇から聖武天皇への治世を，わが国の「半国家」＝「族長
国家」の段階から，幼弱ではありながら，ともかく「律令制的官僚制による古代国家」の段階への
移行の時期として，とらえていた。時代は，まさしく「太宝律令」（文武天皇，701年完成，同２
年施行）から『日本書紀』（元正天皇，720年）の編纂へと展開するそれであり，本稿の主題であ
る『風土記』は，このような激動の最中に，その生成を見たのである。ちなみに，持統天皇の名は
「高
たかまのはらひろのひめ
天原広野姫」であり，元明天皇の第二皇女，吉
き び
備内親王は，長屋王（684年―729年，天武天皇
の孫，左大臣となり，藤原氏の勢力に対抗したが，「長屋王の変」により，自害させられた）の妃
なのであった。
私見によれば，文武天皇から聖武天皇にかけての「律令制的官僚制による古代国家」の形成は，
直前の「白
はくすきのえ
村江の戦い」（663年―朝鮮半島の白村江において，倭
わ
の遠征軍は，唐・新羅の軍と
戦い，大敗した―）ならびに「壬申の乱」（672年―天智天皇の死後，皇位の継承をめぐって，
天智の第一皇子である大友皇子と，天智の弟である大海人皇子のあいだで戦いが生じたが，大海人
皇子側の圧倒的勝利に終り，天武天皇が即位した―）に象徴される国外・国内の政情不安を「の
りこえる」べく，まず，『日本書紀』を初めとする「六国史」の編纂によって，「律令制」国家にお
ける《天皇制》的支配の正当性を確保する―「天照大御神」が持統天皇＝「高天原広野姫」を模
しているとする所説の検討には，ここでは，入らない―事業へと志向し，さらに，『風土記』に
よって，国内の全域にわたって，被支配民衆の「生活世界」の実証的データを確保する事業へと，
進まなければならなかった。前者の事業は，いわば「近江令」→「飛鳥浄御原令」→「大宝律令」
→「養老律令」という「合法的」支配の《正統性》的根拠づけを，「神話」という最もイデオロギ
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ー的な記号装置
4 4 4 4
の力を動員しつゝ，垂直的に
4 4 4 4
論理化する作業であり，これに対して，後者の事業は，
「律令制」国家のモデルであった中国の先行例―春秋戦国時代の「普」の平西将軍，周処の『風
土記』から，『漢書』を経て，600年代の『隋書』に至るまで―に倣いながら，わが国の「律令
制」的古代国家の「合法的」支配の物質的基盤を，広く，「全日本的に」横断的に
4 4 4 4
データ化する作
業にほかならなかったのである。
＊＊
さて，このようにして，『風土記』は，日本全国―当代の62国３島―あまねく，国司（守
かみ
―
介
すけ
―掾
じょう
―目
さかん
）→郡司→里長というルートを辿って，作成，撰上されるはこびとなった。実質的には，
前述の和銅６年（713年）の元明天皇の勅命は，当時の右大臣，藤原不比等（659年―720年）の主
導によって進められ，具体化されていった。周知のように，彼は中臣鎌足―「大化改新」（645
年）の功により，天智天皇（当時は中大兄皇子）から，居住する大和国高市郡藤原にちなんで，藤
原姓を賜った―の第二子であり，「大宝律令」（701年）の制定に加わり，さらに，「養老律令」
（718年）の制定を指導して，《律令》体制の骨格を作成した中心人物であった。彼は，また，長女，
宮子を文武天皇の，そして，次女，光明子を聖武天皇の，それぞれ后妃として，後代のいわゆる藤
原「摂関政治」の基盤を固めた人物である。彼を補佐して実務を担当したのが，粟
あわ
田
た
真
のまひと
人（？―
719年，「大宝律令」の制定に加わり―当時は，民部省の長官（卿
かみ
）だった―，702―4年，遣
唐押使（「執節使」）として，渡唐している。その際，「使人」のひとりとして，山上憶良が随行し
た）である。
私が本稿でとりあげている『風土記』は，厳密に言うならば，「古風土記」である。奈良時代の
「古風土記」に対して，江戸時代に一種の「風土記」ブームが生じており，それを背景として，今
井似閑（1657―1723年），本居宣長（1730―1801年），尾崎雅嘉（1755―1827年），伴　信友（1773
―1846年），平田篤胤（1776―1843年），狩谷棭斎（1776―1835年）などの「風土記」論が著され
ている。そして，今日では，岩波写真文庫の「新風土記」（1950年代），井伏鱒二の『荻窪風土記』
（1987年），椋　鳩十の『南国風土記』（1982年）から，松岡未紗『衣風土記』（2006年），すぎもと
つとむ『方言風土記』（1995年），西脇久夫編『燈台風土記』（1980年）などへと拡散し，テレビの
番組で「新日本風土記」が制作されるなど，ほとんど「普通名詞」に近いかたちで用いられるほど
に，一般化しつゝある。
「古風土記」は，そのまま完成していれば，60余巻の厖大なものとなったはずであるけれども，
今日，『風土記』という体裁をもって残存しているのは，「常陸国風土記」，「播磨国風土記」，「出雲
国風土記」，「豊後国風土記」，「肥前国風土記」の五国分だけである。このなかで，「出雲国風土
記」は全文が残っており，他の四国分は「完本」ではない。
なお，正宗敦夫編纂・校訂『採輯諸国風土記』（「日本古典全集刊行会板」，1928年）は，前述の
今井似閑，伴　信友，狩谷棭斎等の研究に準拠しつゝ，いわゆる「逸文」風土記を，収録している。
＊＊＊
「逸文」とは，「散逸して伝わらない，また一部分のみ残存する文章」（『広辞苑』第六版）の
意である。
4この「風土記逸文」は，具体的には，山城，大和，摂津，伊勢，志摩，尾張，駿河，伊豆，甲斐，
相模，下総，上総，近江，美濃，飛騨，信濃，陸奥，若狭，越前，越後，丹後，因幡，伯耆，石見，
美作，備前，備中，備後，紀伊，淡路，阿波，讃岐，伊予，土左
（ママ）
，筑前，筑後，豊前，肥後，日向，
大隅，薩摩，壱岐の41ヶ国分が収録されており，巻末に，「佐古久志呂」が挙げられ，「こは何国
の風土記なるか分明ならず」という編者の付記がある。
興謝野　寛・正宗敦夫・興謝野晶子編纂・校訂『古風土記集』（「日本古典全集刊行会板」，1926
年）は，上・下二巻の刊本であり，上巻に「出雲国風土記」，下巻に「常陸国風土記」，「播磨
（ママ）
風土
記」，「肥前国風土記」，「箋釈豊後風土記」，をそれぞれ収載している。
＊＊＊＊
しかし，後述するよう
に，今日の段階では，その後の研究の進展にしたがって，「古風土記」―ここでは，さしあたり，
上記した五ヶ国分―そのものが，成立年代の差異から，〈和銅風土記〉―常陸国・播磨国のそ
れ―と，〈天平風土記〉―出雲国・豊後国・肥前国のそれ―に，分けられるようである。
私も，それにしたがって，まず，『常陸国風土記』の内容の検討から，筆を進めて行くこととし
たい。
その冒頭の文章は，次の通りである。
常陸国司解。申
マヲス
二
古老相傳舊事
一
ヲ。問
二
フ国郡舊事
一
ヲ。古老答曰。古者自
二
相模国足柄岳坂
一
以東
諸縣。惣称我姫国。是当時不
レ
言
二
常陸
一
。唯称
二
新治筑波茨城那賀久慈多珂国
一
。各遣
二
造別
一
令
二
検
校
一
。其後至
二
難波長柄豊前大宮臨軒天皇之世
一
。遣高向臣。中臣幡。織田連等
一
。惣
二
領自
レ
坂以
レ
東之国。于時我姫之道分為
二
八国
一
。常陸国居
二
其一
一
矣。
＊＊＊＊＊
常
ひ た ち
陸の国
くにつかさ
司の報告。古老が代々伝えて来た昔語りの事どもについて。
国・郡の旧
ふるごと
事について尋ねると，古老は答えて言う。「古くは，相模の国の足柄の坂から東のも
ろもろの県
あがた
を総称して，我
あ づ ま
姫の国と言った。その当時は，常
ひ た ち
陸とは言わず，ただ，新
にいはり
治・筑
つ く ば
波・
茨
うばらき
城・那
な か
珂・久
く じ
慈・多
た か
珂の国と称し，おのおの造
みやつこ
・別
わけ
を派遣して（戸口や貢租の調査・納入など
を）検
お さ め
校させたのである。その後，難波の長
ながらのとよさき
柄豊前の大宮に天の下をお治めになった天皇（孝徳天
皇のこと）の御世になって，高
たかむこのおみ
向臣・中臣幡・織田連らを遣わして，足柄の坂から東の国ぐにを
総
すべておさめ
領させた。この時，我
あ ず ま
姫の地方を八ヶ国に分けたが，常陸の国はそのうちのひとつであった。
この「風土記」は，以下，上述の新治から多珂まで，６つの郡について，詳細な記述を残してお
り，形式的にも，「解文」―国司から中央の所管の上司に申告する報告書―の形式をそなえた
公文書であるけれども，それでも巻末は不自然なかたちで終っていて，いわゆる「省略本」である。
成立の年時は，和銅６年（713年）５月から養老２年（718年）５月までの期間と，推定されている。
そして，当時の国司は，阿倍狛朝臣秋麻呂と石川朝臣難波麻呂であり，前者は対韓―高麗―関
係に縁のある家の出自であった。
さらに，養老３年（719年）７月，藤原宇
うまかい
合が，常陸国守・按
あ ぜ ち
察使に任命され，着任している事
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実が，注目されるであろう。按察使とは，まさしくこの年―719年，元正天皇によって―新設
された「令
りょうげのかん
外官」―近江令・飛鳥浄御原令・大宝律令・養老律令に定められていない官位―で
あって，地方行政の監察官として，数ヶ国の国守のなかから一人を選任し，兼務させた役職である。
後に，延暦年間，798年，坂上田村麻呂が征夷大将軍に任命された際，とくに蝦
え み し
夷対策のために，
陸奥，出羽の按察使が重要な役職とされた。
藤原宇合（694年―737年）は，上述の不比等の第三子であり，いわゆる「式家」の祖となった
人物である。彼は，養老元年（717年），遣唐使の副使として，渡唐している。押使は多治比県守，
大使が大伴山守であり，それに次ぐ副使として，弱冠二十三歳の青年，藤原馬
うまかい
養―宇合という名
に変わるのは帰朝後であり，そこには，おそらく，玄宗皇帝（在位712年―756年）の「開元の治」
下での盛唐の文物に触れたことによる驚きと「世界観的な」衝撃が，作用していたであろう―が
選ばれたのであり，しかも，ひとつの運命的な事柄として，同じ遣唐使船に乗って，この時，阿倍
仲麻呂，吉備真備，玄昉が，入唐したのであった。
宇合は，その長くない生涯のなかで，常陸守の後，西海道節度使となり，さらに，参議，式部卿
兼太宰師の重職に任ぜられた。ここに，節
せ つ ど し
度使とあるのは，元来，中国，唐，五代の軍事職であり，
700年代初めに，辺境の要地に置かれた軍団の司令官のことであった。八世紀半ばには10人の節度
使が配置され，「安
あ ん し
史の乱」（755年―63年）を契機として，軍政のみではなくて，民政ならびに財
政の権限をも兼ねて行使するようになり，きわめて強大な地方権力の所在を意味するようになった。
上述の宇合が任ぜられた日本の節度使は，660年に百済が滅び，七世紀末以降，新羅が征圧・統一
していた朝鮮半島南部の情勢を受けて，唐の方式に倣
なら
って，東海道・西海道その他の七道毎に置い
た臨時の官であり，諸国の軍団の力を整備し，強化することを，目的としていた。
なお，私は，前稿で，聖武天皇の「大仏開眼」の事業の過程を分析した際に，「国分寺・国分尼
寺」建立の詔（746年）にも言及したのであるが，その段階では，唐の玄宗皇帝が738年に各州府
に「開元寺」を設置し，そこで「国家祝寿」の法会を開かせていたという事実を，詳
つま
らかにはして
いなかった。節度使の例と言い，「国分寺・国分尼寺」の例と言い，やはり，文武・元正両天皇以
降の「律令制的官僚制による古代国家」の形成は，圧倒的に，唐の体制の模倣による《制度
4 4
》づく
4 4
り
4
の様相を，呈していた。しかも，これから徐々に明らかになって行くように，「古風土記」は，
そのような唐
からぶり
風の《制度》と，実際の生活過程の地平での国
くにぶり
風の《コミュニケーション行為》との
あいだの，微妙なずれ
4 4
ときしみ
4 4 4
とを，浮き彫りにしているのであった。
〈和銅風土記〉を構成するもうひとつの「古風土記」である『播磨国風土記』は，原本の巻首が
欠落し，明石郡全部と賀古郡の最初の数行分が欠損している「省略本」である。近年の研究によれ
ば，本書は，霊亀元年（715年）以前の筆録になり，和銅六年（713年）の元明天皇の勅命から三
年以内に，したがって比較的早いペースで成立したものと推定されている。当時の国司は，「守
かみ
」
として巨勢朝臣邑治，「大
さ か ん
目」として楽浪河内が，播磨に在任していた。前者は，702年の遣唐使
派遣の際に，執節使であった粟田真人の下で，副使として渡唐した人物であり，後者は，百済から
6帰化した沙門，詠の息子で，後に大学頭に任命されている。なお，巨勢氏は，もともと，大和の古
代豪族のなかのひとつの氏族であり，高市郡巨勢郷（現在の奈良県御所市古瀬）を本拠地とし，武
内宿称の後裔と称していた。
『播磨風土記』の印南郡に，次のような記述がある。
一
アルヒト
家云。所
三
以号
二
印
イ ナ ミ
南
一
者穴
アナトノトヨラノ
門豊浦宮
アメノシタシロシメシ
御宇天皇與
二
皇后
一
倶欲
レ
平
二
筑紫久
ク マ ソ ノ
麻曽国
一
下
クダリマシ
行之時御舟宿
二
於印南浦
一
。此時滄海甚平，風波和静。故名曰
二
入浪郡
一
。
＊＊＊＊＊＊
ある人が言うことに，印
い な み
南と名づけた理由は，穴門の豊
とゆらのみや
浦宮に天の下を御治めになった天皇（仲
哀天皇のこと，穴門―山口県長府町―の豊浦宮および筑紫の香椎宮にいた天皇。『日本書紀』，
『古事記』によれば，息長帯比売命（神功皇后）を妻とし，品陀和気命（応神天皇）の父とされる。
熊襲の国を征伐しようとしたが，皇后の神託には新羅に遠征せよとあり，天皇は，その神託を信じ
なかったことから，神罰を受けて死去したとされている―田中補注）が，皇后（したがって，神
功皇后のこと）とともに，筑紫の久
く ま そ
麻曽（熊襲）の国を征伐しようと思って，下っておいでになっ
た時，その舟が印南の浦に，お泊まりになった。この時，青海原は非常に良く凪
な
ぎ，波風はやわら
ぎ，静かであった。そのことから，入
いりなみ
浪＝印
い な み
南の郡の名が生まれたのである。
同様の記述は，神
かむざき
前郡（現在の神崎郡―姫路市の北方―）や美
み な ぎ
囊郡（現在の美囊
のう
郡―神戸
市の北方―）についても見られ，全体として，郡司層の報告をとり集めた文書という性格が，色
濃く出ている。
この点は，『常陸国風土記』にもあてはまる特色であり，前者に比べて，後者の方がより多く，
国司の手が入って形式的に整備されているけれども，両者あわせて，〈和銅風土記〉には，一方で，
民衆の生活過程に密着して，必要以上に「雅
が か
化しない」（みやび
4 4 4
の風に，飾らない）ベクトルが存
在し，しかもなお，他方で，諸〈地方〉を幼弱な〈中央〉へ一層強く結びつけたい，とする意向が
作用している。
＊＊＊＊＊＊＊
私は，後に，とくに『常陸国風土記』に焦点をあてながら，この前者のベ
クトルの裡に含まれている《コミュニケーション行為》の所在を，明らかにしたいと考えている。
＊　　　　　　　黒板勝美編，「続日本紀」，改訂増補『国史大系』，第二巻（1935年，吉川弘文館），
52頁。
＊＊　　　　　　「古風土記」が，幼弱な「律令制」国家の「国勢要覧」として，中国の「『魏志』
倭人伝」―正確には，陳寿（233年―297年）編纂の『三国志』のなかの『魏
書』東夷伝「倭人」条―を参考にしていることは間違いない。石原道博編訳
『新訂魏志倭人伝・後漢書倭伝・宋書倭国伝・隋書倭国伝』（1951年，岩波書店）
を参照。
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＊＊＊　　　　　正宗敦夫編纂・校訂，『採輯諸国風土記』，（日本古典全集刊行会板），1979年，現
代思潮社。
＊＊＊＊　　　　與謝野　寛・正宗敦夫・與謝野晶子編纂・校訂，『古風土記集』，（日本古典全集
刊行会板），1979年，現代思潮社。
＊＊＊＊＊　　　同上書，下巻，「常陸風土記」。
＊＊＊＊＊＊　　同上書，下巻，「播磨風土記」，７頁。
＊＊＊＊＊＊＊　〈和銅風土記〉と〈天平風土記〉の比較については，吉野　裕訳，『風土記』，「東
洋文庫」145，（1969年，平凡社）を参照。
８
〈天平風土記〉は，「出雲国風土記」，「豊後国風土記」および「肥前国風土記」の三書から成る。
しかし，「出雲国風土記」と，それ以外の二書とは，かなりに性格を異にする。
まず，前にも触れたように，「出雲国風土記」は，現存する「古風土記」のなかの唯一の「完
本」―ただし，巻首部には若干の錯乱が含まれているとする所説もある―であり，これに対し
て，「豊後」・「肥前」の両風土記は，いわゆる「抄録本」である。実際，私が今，手許に置いてい
る與謝野　寛，正宗敦夫，與謝野晶子校訂・編纂による「日本古典全集」の板本では，上・下二巻
の構成のもとに，「出雲国風土記」のみで上巻が編集されており（現在の「文庫」本よりやゝ巾広
く，「菊半截」版よりやゝ小さめの版型で，180頁），他方，「箋釈豊後風土記」と「肥前国風土記」
は，前述の「常陸」・「播磨」の両風土記とともに，下巻に包摂されており，同じ版型で，「豊後国
風土記」は46頁，「肥前国風土記」は36頁と，はるかに小ぶりの「抄録本」となっている―なお，
「常陸風土記」は，同様にして，80頁，「播磨風土記」は101頁，である―。
『出雲国風土記』の巻頭は，出雲宿禰俊信謹校という前書きのもとに，次のように始められてい
る。
国之大體首震尾坤。東南山西北属海東西一百卅七里一十九歩。南北一百八十三里一百九十三歩。
一百歩。七十三里卅二歩得而難可誤。
老細思
二
枝葉
一
裁一定
二
詞源
一
。亦山野濱浦之處鳥獣之棲，魚貝海一菜之類良繁多悉不陳。然不
レ
獲
レ
止。粗挙
二
梗
一
。以成
二
記趣
所以號出雲者。八束水臣津野命詔八雲立詔之。故云八雲立出雲。
＊
国全体のかたちは，震
ひがし
の方を首
はじめ
とし。坤
にしみなみ
の方を尾
おわり
とする。東と南は山で，西と北は海に接して
いる。東西は一三七里一九歩，南北は一八三里一九三歩である。一〇〇歩。七三里三二歩。得而難
可誤―（この一行は，前後の脈絡がなくて，里・歩の数字も何を指しているのか判らない。伝写
8される過程で，傍注などにより，混入したものかとも考えられる。なお，天平時代，一歩は六尺
（1.7918ｍ），一里は三〇〇歩（534.5ｍ）であって，当代の一尺は曲尺で９寸８分である―田中
補注）―。
老
わたくし
は，枝葉の末のことにまで細
こま
やかに思案し，伝承の根本にわたって判断を加えつゝ，記定し
た。また，山や野，浜や浦の所在，鳥や獣類の棲みか，魚・貝・海藻の類などは，いささか煩雑多
様であるから，そのすべてにわたって述べることはしない。そうは言うものの，どうしても止むを
えないところは，その概略を列挙して，記録としての体裁をかたちづくった。
出
い ず も
雲と呼ぶわけは，八
やつかみづおみつののみこと
束水臣津野命―（「八束水」は八
やつかみず
握水で，水の深いことを意味する美称，
「臣津野」は，「意美豆努」とも書かれ，「大水野」という意味であり，多分，宍道湖・中海あるい
は日本海などを《神格化》した表現であろう。『古事記』には，深淵水夜礼花神が天之都度閇知神
と結婚して，その子に淡美豆奴神が生まれ，これが大国主神の祖父となった，という記述がある
―田中補注）―がみことのりして，「八雲立つ」―多くの雲が涌
わ
き立つ―と，仰せられた。
そのことから，八雲立つ出雲と言うようになったのである。
『出雲国風土記』は，これに続いて，国内九郡―すなわち，意
お う
宇，島根，秋
あ い か
鹿，楯縫，出雲，
神
か ん ど
門，飯石，仁多，大原―にわたって，そのすべての郷（62），里（179）について記述し，さ
らに，「余
あまりべ
戸」―周知のように，「大化改新」によって，50戸で１里を構成する「郷里制」が定
められたが，実際の「自然村」―邑であり，村―が，たとえば67戸という具合に超過してい
る場合，その超過した戸数が10戸以上の時に，それを１里として認め，「余戸」と呼んだ―（田
中補注）が４，「駅家」（海陸の公道に設置されていた官人の往来のために，官馬・官船を準備した
役所）が６，「神
か む べ
戸」（重要な祭祀に奉仕するために置かれていた民戸）が３，と記録しているよう
に，実にみごとな「地誌」となっている。
私たちは，さらに，『出雲国風土記』の冒頭にある「出雲宿禰俊信謹校」の一行に，注目しなけ
ればならない。「宿禰（称）」について，『広辞苑』（第六版）は，「①古代，重臣に対する敬称。武
内宿称の類，②姓
かばね
の一種。八
やくさのかばね
色姓の第三。連
むらじ
の姓を持っていた朝廷豪族中の有力な諸氏に与えた。
大伴宿称の類」と記しており，「出雲宿禰俊信」のそれは，もとより，②の「八色姓」の第三に相
当するものである。周知のように，「八色姓」とは，天武天皇（？―686年，在位673―686年）が
684年に整理・再編した八種の姓―真人・朝臣・宿称・忌
い み き
寸・道
みちのし
師・臣・連・稲
いなろぎ
置―のことで
あり，実際に与えられたのは上位四姓のみであった。これは，従前の「大和政権」の「臣」―
「連」―「君」―「直
あたえ
」を再編したものであり，そこでは「出雲臣」であった《在地豪族》が，今
回は，「宿禰」という地位の国造として，編集の任にあたっているわけである。
しかし，もう少し詳しく見ると，「嶋根郡」の部分は，「郡司主張無位出雲臣，大領外正六位下社
部臣，小領外従六位上社部石臣，主政従六位下勲業蝮朝臣」の執筆になり，「出雲郡」のそれは，
「郡司主帳無位若倭部臣，大領外正八位下置部臣，小領外従八位下大臣，主政外大初位下部臣」に
よって記述されている。
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「律令国家」の地方政治の機構は，「守
かみ
」（長官），「介
すけ
」（次官），「丞
じょう
」（判官），「目
さかん
」（主典）など
から成る《国司》の側と，「郡司」の側―「大領」・「少領」・「主政」・「主張」―という，一種
の二重性，二元性を，特色としていた。前者は，６年（後に４年となった）を任期として，中央か
ら官僚（「官人」）を派遣・交代させながら，《律令制》を国内諸地方に浸透させ，具現化しようと
する装置にほかならない。これに対して，後者は，基本的に，在地豪族から任命されているのであ
り，とくに，「大領」・「少領」には，《律令制》以前の「国造」の家柄を出自とするもの―いわゆ
る「地方名望家」層の〈原景〉―が多く充てられた。
文武天皇の制定になる「大宝律令」（701年，施行は「令」が701年，「律」が702年）の「官位相
当制」に従うならば，《国司》の側の「守」は正六位から従六位（官僚の場合であり，貴族が充て
られる時には，従五位の上・下と定まっていた），「介」は正六位下もしくは従六位，「丞」（「大宝
律令」では「掾
じょう
」）が正七位下から正八位，そして，「目
さかん
」が従八位から少初位の上まで，と定めら
れていた。
他方，「郡司」の側をこれに対応させてみると，「嶋根郡」の場合，筆頭に出て来るのが「無位の
主
ふみひと
帳」（「郡司」のなかの最下位）であり，四人の執筆者の最後の担当者は，勲十□（欠字）等―
「大宝律令」では，勲十一等から十二等までの地位が定められている―となっており，「出雲郡」
の場合，やはり，筆頭には，「無位」の「主帳」の名が記され，同じく（四人の執筆者の最後の担
当者は「大初位下」の「主政」である。
このような《律令政国家》の下での地方政治の二重性，二元性を背景として，『出雲国風土記』
は，著しく「郡司」側の―したがって，在地豪族たちの―姿勢が色濃く滲み出した，《ローカ
リティ》の豊かな，「風土記」となっている。その特色が最も良く出ているのは，「出雲郡」の次の
部分である。
出雲大川源自伯耆與出雲二国堺鳥上山流。出仁多郡横田村。即経横田三處三澤布勢等四郷。出大
原郡界引沼村。即経采次斐伊屋代神原等四郷。出出雲郡界多義村。経河内出雲二郷。北流更折西流。
即経伊努杵-築二郷。入神門水海。此則所謂斐伊河下也。河之西辺或上地豊饒土穀桑麻。稔款枝。
百姓之膏腴薗或 土休豊渡 草木叢生也，則有年-魚鮭麻須伊-具比魴鱧等之類潭湍双泳。自河口至
河上横田村之間。五郡百姓便河而居。出雲神門飯石仁多大原郡，起孟春至季春。校材木船 泝。河
中也。
＊＊＊
出雲の大川，源は伯耆と出雲との二つの国の堺にある鳥
とりがみ
上の山から，流れ出ている。仁多郡の横
田村に出て，さらに横田・三
みところ
処・三沢・布勢などの四つの郷を過ぎ，大原郡の堺の引
ひ き ぬ
沼村に出る。
やがて，采次・斐伊・屋代・神原などの四つの郷を経て，出雲郡の堺の多
た ぎ
義村に出て，河内・出雲
の二つの郷を通り，北に流れて，さらに西に折れ，そこで，伊努・杵築の二つの郷を通って，神
か む ど
門
の水海に入る。これが，すなわち，世に言うところの斐伊川の下流である。この川の左右両側の地
は，片方は地味豊かに肥え，五穀の作物や桑・麻が，枝がたわむばかりに稔り，膏
あぶら
したたるような
10
民衆の楽園である。しかも，もう一方は，これまた土質豊かに肥え，草木は群がって生えている。
川には，年
あ ゆ
魚・鮭・麻
ま す
須・伊
い ぐ い
貝此・魴
なよし
（ボラの幼魚）・鱧
はも
などの類がいて，深い淵と浅い瀬のどち
らにも，泳ぎまわっている。河口から川上の横田の村までの五つの郡―出雲・神門・飯石・仁
多・大原―の人びとは，川の流域に沿って住んでいる。早春の一月から晩春の三月まで，材木を
組みちがえて編んだ船―筏
いかだ
―が，川の流れのなかを下ったり，さかのぼったりしている。
（なお，原漢文中のカッコに括った 土休豊渡 は，與謝野　寛・正宗敦夫・與謝野晶子の編纂・
校訂になる「日本古典全集刊行会板」によると，原文上段に「四字重出」と注記してあるが，その
「重出」の意味するところは不明である―田中補注）。
もともと，私が，今，検討を進めつゝある「古風土記」は，その対象となる日本全土，62ヶ国
３島を，それぞれの任地の国司たちが，細かく巡察し，ここで言う「百姓」―民衆であり，「班
田収授法」の体制の下での人民―の生活の状況を把握し，彼らの「風俗」を観察することを，前
提としていた―「養老律令」（718年，元正天皇の下で，藤原不比等たちによって作成された）
の注釈書である『令
りょうのしゅうげ
集解』によれば，当代の国司たちは，少くとも年一回の国内各郡の巡行―
「国見」―を，義務づけられていた―。したがって，〈和銅風土記〉と呼ばれる「常陸」・「播
磨」の両風土記，ならびに，目下，検討に入りつゝある〈天平風土記〉の「出雲」・「豊後」・「肥
前」の三つの風土記のいずれにも，この「国見」にもとづいた，いわゆる《国讃め》の記述が含ま
れているわけであるが，そこには，当然のことながら，幼弱な「律令制的官僚制による古代国家」
の《中央集権制》を強化するために，それら諸国，諸地方を一層強く《中央》の「大和政権」へと
結びつけ，包摂しようとするベクトルがはたらいていた。
私は，前記したように，「日本古典全集刊行会板」に依拠しながら，「出雲」その他の諸「古風土
記」についての検討を進めているが，この「出雲国風土記」は，冒頭に「出雲宿禰俊信謹校」と記
しつゝ，巻末にはさらに，「天平五年二月卅日勘造　秋鹿郡人神宅臣金太理国造帯意宇郡大領外正
六位上勲業出雲臣廣嶋」と記し，その上で，あらためて，「寛政九年七月十五日校合畢　出雲国杵
築人千家清主出雲宿禰
（ママ）
俊信」と述べているのである。すなわち，すくなくとも與謝野　寛・正宗
敦夫・與謝野晶子の編纂・校訂による「出雲国風土記」に由るかぎりでは，この「古風土記」は，
天平五年（733年）―上記のように「二月卅日（30日）」という誤記
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をめぐって，研究者のあい
だでは，今日なお，議論が続けられている―，当代の「国造にして意
お う
宇郡の大領を帯びたる外正
六位上勲業，出雲臣廣嶋」によって編集され，撰上されたのであった。なお，それが，「寛政九
年」（1797年）―つまり，1064年の後に―，「出雲宿禰俊信」によって校訂を加えられて，現
在の「日本古典全集刊行会板」となっている―前述の出雲郡の斐伊川の流域に関する記述のなか
の 土休豊渡 についての注記は，彼が加えたものであろう―わけであり，いずれにしても，現
在残っている五つの「古風土記」のなかで，明確に「国造」の撰上によるものは，この「出雲国風
土記」だけなのであった。もちろん，各郡の詳細な記述は，前述した「国造」側の最下層の「主
帳」（書記）の手になるものであった。
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さらに，私たちが留意しなければならないのは，「出雲国風土記」が書かれたであろう８世紀前
半の当該地域の《国勢》と，21世紀の今日のそれとの異同の大きさ，にほかならない。具体的に
言うならば，今日の斐伊川は，やはり，岡山県との県境の中国山地，烏帽子山（標高1,240メート
ル）―「出雲国風土記」の「鳥
とりがみ
上の山」―の麓から流れ初め，仁多，木次，斐川町を経て宍道
湖に流れ込んでいるけれども，この中流以下，河口までの様子は，８世紀前半のそれとは，大きく
異なっているのである。現在の斐伊川は，木次を抜けて斐川町を流れながら，東に向きを変えて，
上述のように，宍道湖に流れ込むわけであるが，８世紀前半では，「古風土記」，出雲郡の記述にあ
るように，「……北に流れて，さらに西に折れ，そこで，伊努・杵築の二つの郷を通って，神
か む ど
門の
水海に入る。これが，すなわち，世に言うところの斐伊川の下流である……」と，下流から河口に
かけての「地理」は，まったく違うのであった。
実際，今日の出雲市の西側に所在する小さな湖である「神西湖」こそが，「出雲風土記」のいわ
ゆる「神門水海」であり，そこに，出雲大川（斐伊川）と神門川（今日の神戸川）とが流れ込んで
いたのである。当代の「神門水海」は，「入海（宍道湖）」と「中ノ海」に次ぐ「水海」―今日の
「神西湖」の七倍以上の大きさがあったと思われる―であって，そのために，「入海（宍道湖）」
から「神門水海」にかけての出雲大川のデルタ地帯―今日の斐川町から出雲市にかけての平地
―は，実に肥沃な土地となり，まさしく，「百姓之膏腴薗」
＊＊＊
（膏
あぶら
したたるような，民衆の楽
園）となっていたのであった。そして，その北側の小高い山
やまなみ
脈―その名も天台ヶ峰（標高472メ
ートル）―の麓に，「杵
きづきのおおやしろ
築大社」―今日の出雲大社―が，鎮座していた。前記した寛政九年
にこの「出雲風土記」を校訂し，現在の「日本古典全集刊行会板」の原型をもたらした「出雲国杵
築人千家清主出雲宿禰
（ママ）
俊
としざね
信」は，おそらく，この「杵築大社」―すなわち，「出雲大社」―の
神職のひとりであったのであろう。
「箋釈豊後風土記」と「肥前国風土記」は，私が，今，依拠している「日本古典全集刊行会板」
に関するかぎり，これまで検討して来た「出雲国風土記」より，はるかに小規模な「抄録本」（前
者で「出雲国風土記」のおよそ四分の一，後者で，同じく五分の一ほど）であり，「出雲国風土
記」が「国造」側―とくに郡司の「主政」・「主帳」たち―の手になる「虫瞰図」的な叙述に満
ちていたこととは対照的に，著しく《官僚制》的な臭味の強い，「鳥瞰図」的な眼差しからの記録
である。
『豊後国風土記』は，冒頭に，いきなり，「郡捌所，郷四―十，里一―百一―十，駅玖-所並
二
小路
―路，烽伍―所並
二
下国」と記し，『肥前国豊土記』も，同様にして，「郡，壹拾壹所，郷七-十，里
一―百八―十―七，駅壹拾捌所，小路，烽弐拾―所，城壹所」と，書き出す。
小路
4 4
とは，「京」から太宰府までの大路
4 4
（他に畿内の一部，山陽道，南海道の一部），東海道と東
山道を指す中路
4 4
との区別で位置づけられており，小路の駅
うまや
には馬匹を置くことが定められ，駅と駅
の間は三十里（今日の５里）である。烽
とぶひ
は，「飛ぶ火」とも記し，要するに「のろし」（狼煙・烽
火）のことで，「火急の際の遠方への合図として高く上げる煙」（『広辞苑』第六版）として，この
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時代の重要な軍事施設のひとつであった。また，『肥前国風土記』に記されている城
き
とは，いわゆ
る「城塞」のことで，具体的には，其
き い
肆城（現在の佐賀県基山町に所在し，天智四年（665年），百
済国の人たちを筑紫に派遣して，太宰府を防御するために，大野・其肆の二つの城を作ったという
『日本書紀』の記述に符合する）を指し，今日も，石垣・土塁などの遺構が存在している。
このように，私たちは，「豊後」・「肥前」の「古風土記」には，「出雲国風土記」と異なって，
「軍団」・「烽」・「戌
まもり
」などの国防上・軍事上の重要な性格を帯びた記述を，多く見出すことになる。
とくに，『肥前国風土記』の場合，「松
ま つ ら
浦郡」の項で，駅５ヶ所，烽８ヶ所と述べた後，「昔-者気長
足姫奪欲
レ
征
二
―伐新羅
一
行
二
於此郡
一
」と記し，「鏡の渡」の項では，「昔-者檜隈廬入野宮御-宇武少
廣国押楯天―皇之世大伴狭手彦連鎮任那之国，兼救百-済之国」と，述べるのである。
＊＊＊＊
前者は
「神功皇后」の事蹟であり，後者は「宣化天皇」（継体天皇の第三子，六世紀前半に在位）の治世の
下で，大伴金村大連に詔して，その子の磐
いわ
と狭手彦を任那に派遣し，進寇してくる新羅に対抗し，
百済を救済しようとした事蹟に関わるものである―『万葉集』（巻五）には，狭手彦が，大伴佐
提比古郎子として，登場している―田中補注。
「豊後国風土記」は，霊亀元年（715年）三月以降，養老二年（718年）より前，に成立し，「肥
前国風土記」も，ほぼ同じ頃に造られたと考えられている。これら九州諸国の「古風土記」は，太
宰府の強力なリーダーシップの下に作成されたものと推定されているが，その根拠のひとつに，今
日では「逸文」でしか読むことのできない『筑前国風土記』の一節が，挙げられるであろう。
当
二
奈羅朝天平四年。歳次壬申
一
。西海道節度使藤原朝臣諱宇合嫌
二
前議之偏
一
。庁
二
当時之要
一
者。
＊＊＊＊＊
奈
な ら
羅の朝，天平四年歳次壬申にあたり，西海道の節度使藤原朝臣諱は宇合，前議の偏
かたよ
りを嫌って，
当時の要を考えれば……。
「当時之要」という視点こそが，〈和銅風土記〉から〈天平風土記〉への性格の変様を説明する最
大の要因であった，と私は思う。それは，朝鮮半島の状況（新羅が強大化し，任那日本府が滅され，
百済が消滅するという事態）との地政学的な対応の上で，とくに，対馬・壱岐に近接する「筑前」・
「肥前」などの九州諸国―そして，それを支配・管理する太宰府―の「国防上・軍事上」の判
断を，強く前面に押し出す結果となった。「古風土記」は，それぞれの地域に密着した《生活誌》・
《風俗誌》の「虫瞰図」的な眼差しから，対外政策をにらんだ「中央」の「鳥瞰図」的なそれによ
るものへと，大きく変質して行ったのである。その行き着いたところは，天平十二年（740年），宇
合の長子，藤原広嗣（当時，太宰少弐―次官―）が聖武天皇の下での吉備真備・玄昉―前記
したように，これら二人は，かつて，宇合と同じ船で，遣唐使の使節団のメンバーとして，渡唐し
ていた―の「文治政治」に対して起した反乱（いわゆる「藤原広嗣の乱」），であった。大野東
人・佐伯常人・阿倍虫麻呂たちの政府軍の前に敗れ，肥前で斬首された時，広嗣は30歳であった。
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＊　　　　　與謝野　寛・正宗敦夫・與謝野晶子編纂・校訂，前掲書，上巻，2―3頁。
＊＊　　　　同上書，110―112頁。
＊＊＊　　　「腴」は貝塚茂樹他編『漢和中辞典』（1959年，角川書店）によれば，「腴」（音は
ユ）で，「地味が肥えて美しい」という意味である。
＊＊＊＊　　與謝野　寛・正宗敦夫・與謝野晶子編纂・校訂，前掲書，下巻，「肥前国風土記」
7―8頁。
＊＊＊＊＊　正宗敦夫編纂・校訂，前掲書，「筑前国風土記云」，186頁。
９
私たちは，『常陸風土記』，「筑波郡」の条に，対のような記述を見出す。
夫筑波岳。高秀于雲。最頂西峰崢嶸。謂之雄神。不令登臨。但東峰四方磐石。昇降決屹。其側流
泉。冬夏不絶。自阪以東諸国男女。春花開時。秋葉黄節相携駢鬨。飲食齎賚。騎歩登臨。遊楽栖遅。
其唱曰。
都久波尼爾阿波牟等伊比志古波。多賀己等岐気波。加彌尼阿須波気牟也。
＊
そもそも筑波岳は，高く雲中にそびえ，最も高い頂である西の峰（男体山のこと―田中補注）
はけわしく高く，雄
を
の神と言って，登ることが許されない。ただ，東の峰（女体山）は，四方が磐
石で昇り降りはごつごつとしてけわしいけれども，その側を泉が流れていて，冬も夏も絶えること
がない。（足柄の）坂から東の国ぐにの男女は，春の花が開く時季，秋の木の葉の色づく時節に，
手を取り肩を並べて続々と連れ立ち，飲み物や食べものを用意して持ち，騎馬でも登り，徒歩でも
登り，遊び楽しみ日を暮らす。その唱う歌に云う。
筑波ねに　逢はむと言ひし児は
　誰
た
が言
こと
聞けばか　み寝あはずけむ。
このような「風
くにぶり
俗」のありよう
4 4 4 4
に，『常陸国風土記』は，きわめて良く，眼くばりをしている。
それは，たとえば，「香島郡」の意
う な ゐ
子女松原の故事についてであり，あるいは，「久慈郡」の小田
（別に「山田」とする説もある）の里の条であり，ほとんど全ての郡の記述に共通してあらわれて
いる。
前者は，「古有
二
年少童子
一
」―それらは，加
か み の お と め
味乃乎止古である―のエピソードであり，
「嬥
か が ひ
歌之会」について述べ，「遊
うたがき
場」について語り，「化成
二
松樹
一
郎
いらつこ
子謂
二
奈美松
一
。嬢
を と め
子称
二
古津松
一
」という「変身譚」で終る。これに対して，後者は，「夏月熱日。遠里近郷。避
レ
暑追涼。促
レ
膝
拐
レ
手。唱
二
筑波之雅
か が ひ
曲
一
。飲
二
久慈之味酒
一
。是雖
二
人間之遊
一
。頓忘
二
塵中之煩
一
。」と言うのであり，
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「これは，すなわち，人間界の遊びなれども，ただひたすらに塵の世の煩わしさを忘却する」と記
述する「古風土記」は，やはり，〈和銅風土記〉のおおらかさ
4 4 4 4 4
を示すものであり，前述の「豊後」
や「肥前」の〈天平風土記〉では見られなくなってしまう性格と言ってよいであろう。
あらためて，『広辞苑』（第六版）の定義にしたがうならば，「かがい」（嬥歌）とは，「（一説に，
男女が互いに歌を『懸け合う』ことが語源という）上代，東国で，『うたがき』（歌垣）のこと」，
とある。しかし，私の前稿（「コミュニケーション行為論」（二），p3）でも触れたように，「歌垣」
は，朝廷でも行われていたのであり，その一例が年始の祝詞を歌い，舞わせたもので，「男踏歌」
と「女踏歌」とがあり，歌曲の内容は唐詩であった。したがって，定義とともに，その歴史的展開
も，まだまだ研究の余地が多く残っているように，思われる。
私たちは，『万葉集』（770年頃）の「巻九」の「雑歌」のなかに，「筑波嶺に登りて嬥歌会せし
日に作れる歌一首並びに短歌」（1759―60）が含まれていることを，知っている。それらは，具体
的には，次の如くである。
（1759）鷲
わし
の住む　筑波の山の，裳
も は き つ
羽服津の　その津の上に　率
あとも
ひて　未
を と め を と こ
通女壮士の　往き集ひ
　かがふ嬥
か が ひ
歌に　他妻に　吾も交らむ　わが妻に　他も言問へ　この山を　頷
うしは
く神の　昔より　
禁
いさ
めぬ行
わ ざ
事ぞ　今日のみは　めぐしもな見そ　事も咎
とが
むな
（1760）反歌　男の神に　雲立ち上
のぼ
り　時雨ふり　ぬれ通るとも　吾還らめや
＊＊
この反歌のすぐ後ろには，「右の件の歌は，高橋連蟲麻呂の歌集の中に出でたり」という註が付
されているけれども，この高橋連蟲麻呂は，常陸国司であった。そして，私たちは，さらに，これ
らの歌・反歌の少し前に，「検税使大伴卿の筑波山に登りし時の歌一首並びに短歌」と題して，次
のような部分があることを，知るのである。
（1753）衣
ころもで
手　常陸の国　二
ふたなら
竝ぶ　筑波の山を　見まく欲
ほ
り　君が来ますと　熱けくに　汗かき
なけ　木の根取り　うそぶきのぼり　峯
を
の上を　君に見すれば　男
を
の神も　許し　賜ひ　女
め
の神
も　幸
ちは
ひ給ひて　時となく　雲ゐ雨ふる　筑波嶺を　清
さや
に照して　いふかりし　国のまほらを　
つばらかに　示し賜へば　うれしみと　紐の緒解きて　家のごと　解けてぞ遊ぶ　うちなびく　
春見ましゆは　夏草の　茂くはあれど　今日の楽しさ
（1754）反歌　今日の日に　いかにか　及
し
かむ　筑波嶺に　昔の人の　来けむその日も
＊＊＊
検税使大伴卿とは，大
おおとものたびと
伴旅人（665―731年）のことであり，周知のように，『万葉集』を編集し
たとされる大伴家持の父にほかならない。彼は，検税使の後，太宰師として筑紫へ赴任しており，
そこで山上憶良と親しく交わっているのである。ついでに言えば，山上憶良（660―730年頃）は，
前記したように，大宝二年（702年），粟田真人（執節使）とともに「遣唐録事」として入唐して
おり，慶雲四年（707年）頃に帰国し，その後，伯耆守，東宮侍講を歴任した後で，筑前守として，
大伴旅人とともに，九州に居たのであった。
なお，私たちは，『古事記』（712年）の第三巻（「下つ巻」）の清寧天皇の部分の第二項，「袁
をけのみこと
祁命
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と志
しびのおみ
毘臣」の記述のうちに，次のような「歌垣」に関わるそれを，見出す。
故，将
レ
治
二
天下
一
之間，平群臣之祖，名志毘臣立
二
于歌垣
一
，取
二
其袁祁命将
レ
婚之美人手
一
。其孃
子者，菟田首等之女，名大魚也。爾袁祁命亦立
二
歌垣
一
。於是志毘臣歌曰，
意富美夜能　袁登都波多傅　須美加多夫祁理
如此歌而，乞其歌末之時，袁祁命歌曰，
意富多久美　袁遅那美許曽　須美加多夫祁禮（以下，略）。
＊＊＊＊
時代は，五世紀のいわゆる「古墳時代」であり，清寧天皇（第二十二代天皇，雄略天皇の第三皇
子，名は白髪，諡
おくりな
は武
たけひろくにおしわかやまとねこ
広国押稚日本根子）から，二人の皇子―億計王と弘
お け
計王―による後継争
いの末に，後者が第二十三代の顕
けんそう
宗天皇となり，実は，兄にあたる億計王が第二十四代の仁
にんけん
賢天皇
として即位するという経緯を背景としており，ものかたり
4 4 4 4 4
はほとんど「伝説」の域に属するもので
あるけれども，私にとっては，そのような段階に，「歌垣」が登場し，記録されているという事実
が，重要なのである。
『古今集』の研究者，吹田　潤は，次のように，述べている。「春秋の頃，若い男女がうち連れて
山に登り，酒を共にし歌を唱和して，求婚の媒としたものである。後世の盆踊りにその古風がのこ
っている。もと山上で行なったものであるから，諸国に歌垣山という地名が残っている。都におい
ては，市
いち
などで行なったので，漸次，優美な遊となったことが，『続日本紀』に見えている。」
＊＊＊＊＊
「うたがき」は，「歌かがい」の縮約された表現であって，《かがい》それ自体については，「声を
あげて歌い合う」（高田興清），もしくは，「かけあう（掛け合う）」（賀茂真淵）などの諸説が存在
しており，未だ定まっていないようである。
志毘臣（『日本書紀』「武烈天皇記」によると，真鳥大臣の男鮪）が，
大宮の　をとつ端手　隅傾けり
と歌い，これに対して，袁
お け
祁命（弘計王）が，
大匠　をぢなみこそ　隅傾けれ
と歌を返している情景は，たしかに「かけあう」であり，《コミュニケーション》の行為―関
係過程のひとつの
4 4 4 4
〈原風景〉である。
なお，『古事記』のこの当該個所は，具体的には，播磨の地を舞台としてより，「古墳時代」とい
う《族長》国家の段階から，すぐ後の初期「古代国家」の生成して来る過程のなかで，おそらく，
「大和」と「出雲」の大豪族間の「連合」がかたちづくられ，それを基盤として，一方では，前出
の『播磨風土記』にも登場していたように，諸「天皇」の九州遠征の途次，「播磨」を経由した際
の故事が多く収録され―諸「古風土記」のなかで，「天皇」への言及は，『播磨風土記』が圧倒的
に多い―，他方，その後の関東・東北への「東征」―たとえば，阿部比羅夫の《蝦夷》への派
遣（658年，斉明天皇の在位の時）―という具合いに，わが国の古代史は展開したのであろう。
私たちは，さらに，『魏志倭人伝』のなかにも，このような「古代人」たちの「歌舞飲食」の事
例を見ることができるけれども，「夫
ふ よ
余では，殷の正月をもって天を祭る。国
くになか
中は大いに会
あつ
まりて
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連日飲食し歌舞す。名づけて迎鼓と云う」，「高句麗では，その民は歌舞を喜び，国中の邑落は，暮
夜に，男女群り聚
あつ
まり，相就きて歌舞す」，「
かい
では，常に十月を以って天を祭り，昼夜飲食し歌舞
す。これを名づけて舞天となす」，「韓では，常に五月を以って下
たねまき
種し，訖
をは
れば鬼神を祭り，群り聚
あつ
まりて，歌舞し飲食す，昼夜休まず，その舞は数十人が倶に起ちて相隨ひ，地を踏むに低く昂
たか
く，
手足は節奏に相応ず。鐸舞に似たるあり。十月に農功がをはれば，また再び，斯の如し」という
『魏志東夷伝』の諸例を，見出すことになるのである。
＊＊＊＊＊＊
こうして，日本人の《コミュニケーション行為》のひとつの〈原風景〉とも言うべき「歌垣」
（「宇多我岐」），「嬥歌」，「歌場」および「遊場」という《歌舞音曲》の生活空間は，一方において，
「古墳時代」から推古天皇（第三十三代天皇，554―628年，在位592―628年）→斉明天皇（第三十
七代天皇，三十五代の皇極天皇の重祚，594―662年，在位655―661年）という歴史過程を通じて
の「初期古代国家」のもとでの，新羅・百済・高句麗・加耶の朝鮮半島，渤海・契丹・北魏・呉
（やがて宋・唐）という中国その他の東アジアの「稲作農耕社会」に通底する《コミュニケーショ
ン行為》の姿をうかび上らせつゝ，―そこでは，《歌舞音曲》は，人びとの「稲作農耕」の《労
働》という行為に支えられていたから，当然のこととして，単なる
4 4 4
「歌」・「舞」それ自体ではなく
て，「作業歌」・「労働歌」として，それらを「農耕労働」に融合させる契機をも，含んでいた―，
他方，その「族長国家」＝「半国家」→「律令制的官僚制による古代国家」というわが国の「古代
史」の黎明の過程を通して，「班田収授法」という「稲作労働」による《収奪》の財政構造の確立
のもと，前稿で触れたように，大和・城下郡杜戸村の楽戸
4 4
から，家業の「呉楽」を吸い上げること
によって「雅楽寮」の楽部を形成しつつ，それと逆のベクトルを辿って，「散楽」・「田楽」の系譜
を生み出し，民衆芸能の地平での「歌」と「舞」の流れを，継続させ，発展させて行ったのであっ
た。私たちは，このような背景のなかで，大伴旅人が検税使であったこと，山上憶良が，みずから
「筑前国司」でありつゝ，「貧窮問答歌」（『万葉集』巻五）を「歌」っていたという事実を，確認し
なければならないのである。
「班田収授の法」は，戸籍に登録された６歳以上の男（「正丁」）に「二段」（今日の２反４畝），
女にその三分の二，の「口分田」を与え，食料・道具を支給した（722年）が，実際には，租・調・
庸・雑徭・出挙などの負担がきわめて重く，各地に「逃亡」農民の事例が多数あらわれた。その一
方で，《律令制》の下，正二位右大臣の藤原不比等（前出の宇合の父）は，１万40人の「正丁」分
の給与を現物で支給され，135トンの米を与えられ，280人の「資人」（いわゆる「従者」）を得て
いた。『古事記』を編纂していた太　安万侶は，従五位下の「官人」として，240人の「正丁」分
の給与，12トンの米，20人の「資人」を与えられていたのである。
幼弱な「古代国家」と言っても，このように，そこには，歴然として，《Herr》―《Knecht》の
「支配」―「服従」の関係が成立しており，同時に，それを，日々に繰り返して，「正統化」し，
「合法化」するイデオロギー装置が，存在するのであった。「歌舞音曲」の《コミュニケーション行
為》は，単なる「物理的空間」のなかで，展開されているわけではない。
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コミュニケーション行為論（三）
私の文化社会学の研究は，「社会意識」の理論的・実証的分析から出発したけれども，その基本
的シェーマは，第１図のごとくであった。このシェーマにおける（社会的）空間
4 4
と（社会的）時間
4 4
とは，「古墳時代」→「大和政権」というわが国の歴史過程のなかで大きく変様しているのであり，
これまで検討して来た「古風土記」―とりわけ，そこに記述されている「歌垣」（「宇多我岐」），
「嬥歌」，「歌場」，「遊場」という生活過程での《コミュニケーション行為》のありよう
4 4 4 4
―は，ま
さしく，この《変様》の具体的な証左なのであった。
私は，さらに，このシェーマのなかの，中段の「制度的意識の因子群」と「非制度的意識の因子
群」の対抗し，相即する状況について，第２図のような，もうひとつのシェーマを提起して来た。
ここに記されている《物象化》の現代的・全体的構造については，もう少し後の稿で詳細に論述
される予定であるが，それが，《経済的》社会関係の地平での’Ver-ding-lichung’，《政治的》社会
関係の地平での‘Ver-sach-lichung’および《文化的》社会関係の地平での‘Ver-ding-lichung’という
三つの「物象化」諸形態の，総合化された表現であることを，まず，理解していただけるならば幸
第１図　〔個人意識〕・〔生活意識〕・〔社会意識〕分析の連関
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いである。
藤原不比等たちの「大土地所有」は，やがて，日本の全国各地に「荘園」を生み出し，そこから，
源氏・平氏をはじめとする諸「武士団」の形成の基盤が生じ，藤原氏の「摂関政治」から源氏によ
る「武家政権」の確立へ，という歴史過程を具体化することとなった。不比等の息子たち，武智麻
呂の「南家」，房前の「北家」，宇合の「式家」および麻呂の「京家」の四家のなかで，「式家」は
前述の藤原広嗣（宇合の長子）の乱を契機として衰退し，房前の「北家」が主流となって「摂関政
治」を展開して行ったことは，すでに周知のところである。私は，とくに，この「北家」の主流に
連なる慈円（1155―1225年，摂政関白・太政大臣であった藤原忠道の子，天台座主，四天生寺別
当）の，わが国最初の本格的な歴史哲学の書，『愚管抄』（1219年）に留目しており，いずれ本稿
の後の行論において，検討することにしたい。
ところで，和辻哲郎の『風土』（1948年）は，「ここに風土と呼ぶのはある土地の気候，気象，
地質，地味，地形，景観などの総称」であると規定しつゝ，周知の「モンスーン型」，「沙漠型」お
よび「牧場型」という三つの「風土」のタイポロジーを，提起する。彼自身が，それは《関係的構
造としての志向性》を方法的な基礎概念として構想されたものである，と述べているけれども，そ
の「モンスーン型」の裡に含まれる日本
4 4
の「風土」についての分析は，率直に言って，きわめて不
十分なものにとどまっている。和辻は，巻末の部分で，ヴィダル・ド・ラ・ブラーシュと飯塚浩二
の名を挙げて，「人文地理学」の視点をもっと導入して理論を深めたかったとしているが，私のよ
うに，東京大学教養学部の学生時代に，「地文研究会」の人文地理
4 4 4 4
班に所属してフィールド・ワー
第２図　コミュニケーション行為と《制度化》
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コミュニケーション行為論（三）
クを経験し，それを基盤としつゝ，社会学という学問に志向した人間の眼から見ると，それだけで
は済まない方法論上の難点があるように，思われる。和辻は，「人間存在の風土的規定」という部
分で，「人間存在の空間的・時間的構造が明らかにせられるとき，人間の連帯性の構造もまたその
深層を呈露する。人間の作るさまざまの共同態，結合態は，一定の秩序において内的に展開すると
ころの体系である。それは社会の静的な構造と考えられるごときものではなく，動的な運動の体系
である。否定の運動の実現である。歴史と呼ばれるものはかくして形成せられて行く。」
＊＊＊＊＊＊＊＊＊
と記している。おそらく，問題の焦点は，《一定の秩序》の理解にあるだろう。私の方法論的「関
係」主義の社会学の視座からすれば，この《一定の秩序》は，《行為―関係》過程の内部から生成
して来るのであり，そのひとつの側面として，「法律的・政治的」社会関係の内部での《制度化》
という規定とそれに相関する《Herr》―《Knecht》の垂直的
4 4 4
《支配》構造への留目は，ほとんど
必然である。ここには，「人間的自然」―「外的自然（《自然》）」の連関のとらえ方についての，
一層深い，存在論上のアポリアが含まれているのであるが，若い読者の皆さんにこの点についての
検討をお願いしたい。いずれにしても，私の眼から見る時，和辻哲郎『風土』は，民衆としての日
本人の「古風土記」の世界と，まったくクロスするところがなく，擦れ違っているのである。
私は，最後に，「古風土記」の刊本が数あるなかで，私が，何故，與謝野　寛・正宗敦夫・與謝
野晶子の編纂・校訂になる「日本古典全集刊行会板」に依拠しながら検討を進めて来たのかという
点について，次の二つの理由を挙げておきたい。
第一に，そこに，與謝野　寛（1873―1935年）―鉄幹という雅号は，17歳から32歳までのも
のである―という人間の《自我》の探究と「日本文化のなかでのアイデンティティ」の模索の契
機が，見出されるということが挙げられる。寛は明治６年（1873年）２月，山城国愛宕郡第四区
岡崎村本願寺掛所願生寺に，真宗の住職の四男として，生まれた。11歳の時に養子となり，安藤
姓を名乗る。さらに，13歳で，山口県の赤松家の養子になる。17歳で，彼自身も得度し，礼譲と
いう法号を与えられた。18歳の時に，與謝野の姓に戻り，この頃から落合直文の指導を受けながら，
短歌の道に邁進するようになった。寛が，正宗敦夫・晶子とともに前述の刊本をまとめたのは，52
歳の時であり，主宰する雑誌『明星』の最盛期であった。そして，この頃，彼は，「日本語の起
源」に，深い関心を寄せていたのである。いずれ詳論の機会を持つ心算であるが，こうして，寛
（鉄幹）という人には，幼少期の《自我》形成に関わる一種の「実存的不安」が見出せるのであり，
それを支え，癒すための《歌》―そして，その〈原単位〉としての日本語
4 4 4
―への深い関わり
4 4 4
が
具現化して来たのであった。
第二に，私は，『明星』新詩社の主幹與謝野　寛（当時35歳），北原白秋（23歳），吉井　勇（22
歳），木下杢太郎（23歳）および平野萬里（23歳）の，明治40年夏の九州旅行に，注目している。
彼らは，この旅程のなかで，「肥前風土記」の舞台である松浦郡でわざわざ山上憶良を懐旧し，白
秋の故郷，柳川を経て天草に渡り，こういう《歌》を残しているのであった。
かくて街
ち ま た
衢は紅き灯に
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三味もこそ鳴れ，さりとては
天草一揆，天主堂
「パアテルさんは何処に居る」。（白秋）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
與謝野　寛と『明星』のロマン主義は，「近代」日本の《歌》の旅立ちそのものであり，そこに
は，「古風土記」からの《コミュニケーション行為》の深く，清冽な水脈が引き継がれているので
あった。（以下続稿）
＊　　　　　　　　　　與謝野　寛・正宗敦夫・與謝野晶子編纂・校訂，前掲書，下巻，「常陸風土
記」，5―6頁。
＊＊　　　　　　　　　佐々木信綱編『万葉集』（上巻），（1927年，岩波書店），385頁。
＊＊＊　　　　　　　　同上書，383―4頁。
＊＊＊＊　　　　　　　倉野憲司校注『古事記』（1963年，岩波書店），339―40頁。
＊＊＊＊＊　　　　　　次田　潤『古事記新講』（1956年，明治書院），611頁。
＊＊＊＊＊＊　　　　　石原道博編訳，『魏志倭人伝・後漢書倭伝・宋書倭国伝・隋書倭国伝』（1951
年，岩波書店）参照。
＊＊＊＊＊＊＊　　　　田中義久『社会意識の理論』（1978年，勁草書房），81頁。
＊＊＊＊＊＊＊＊　　　同上書，140頁。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　和辻哲郎『風土』，『全集』第八巻（1962年，岩波書店），15頁。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　「與謝野　寛集」『現代日本文学大系』25，（1971年，筑摩書房），368頁。
